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『新案遊戯法』 山本武 編（松村九兵衛出版、1897）  
1903 『普通体操法』
（学部認定　中学校教科書）



























































































































































































































































































年代 教員数 学生数 学生種類
1906（清光緒32年） 2 60 全員初級
1907（清光緒33年） 6 146 うち高級予備生36名
1910（宣統2年） 7 152 うち高等生21名
1912（民国元年） 不明 185 うち高等生20名
1914（民国3年） 不明 190 うち高等生26名




















































































































































































18 CIRAS Discussion Paper No.95 ૷͍ͱنൣ̏ʕʮ఻౷ʯͱʮφショφϧʯΛ໰͍௚͢
白いブラウスに黒いスカートですね。シンガポール
の場合はわかりましたが、1912年時点での「男女学
生制服」といったときの女子はどんな制服だったの
か、もしわかれば教えていただきたいと思います。
ཱུ　1910年代以降、民国時代の女子学生の服装は、
男性より少し複雑です。民国時代の服装を話す前に、
前の清国の服装の状況を紹介しておきます。大雑把
にいうと、一般的に、中国人男性は資料１－１の写真
のように、普段着として長袍馬褂、伝統服を着用して
います。つまり、支配側の満民族の男性も漢民族の男
性も同じです。ただし、女性の場合は違います。満族
の女性の場合は、男性とほぼ同じようなワンピース
のかたちの服装、つまり旗袍（現在で言うチャイナド
レスの前身）を着用しています。それに対して、漢民
族の女性はツーピースを着ています。これは明代（清
以前の時代）の漢民族の服装をそのまま保っている
スタイルで、上衣下裳と言います。実は、民国時代の
女学生の新しい制服は、同時代の女性の普段着、つま
り漢民族の女性のツーピースから発展してきたもの
です。1910年代ごろの服装は伝統的なスタイルより、
袖が短くなったり、ウエストも細くなったり、スカー
トの形が変わったりしますが、形式はほぼ同じツー
ピースです。
　1931年の道南学堂の写真（資料１－30）にシンガ
ポールの女学生の服装が写っていますが、形から言
うと、民国時代の女学生の新しい制服形はほぼ同じ
です。ただ、道南学堂の女学生の服装の上の部分は少
し洋風化しているように見えます。民国時代の女学
生のトップスは、一般的に、漢民族の紐ボタン式の伝
統式な服です。色は白かブルーで、下は黒や紺色のス
カートです。
৿　女子にとっては、それが操服だったということ
ですか。「男女学生服は操服を用いる」と書いている
ので、女子にとっては、漢民族の伝統服みたいなもの
が操服だとみなされたということですか。
ཱུ　そうですね。清国の漢民族の上衣下裳、いわゆる
ツーピースは民国時代になると、徐々に改良され、女
学生の操服となりました。
ޙ౻　「学生服の伝来」というところで日本の体操教
科書が翻訳されたという話がありました。たとえば
現在の体操教科書を考えると、「こういう服装をしな
さい」という記述があったりすると思いますが、そう
いう部分はないのでしょうか。体操のためには、たと
えば「体にぴったりした服装をしなさい」というよ
うな記述があって、文字として体操服が規定される
などということは、あまり見られなかったのでしょ
うか。
ཱུ　それも探しましたが、なかなか出てきませんで
した。日本の体操教科書はたくさんあって、それも調
べてみましたけれども、それらの中の図はシャツに
ズボンというかたちです。ところが、実際には、日本
の、とくに小学校の場合、子どもが着ているのは着物、
和服でした。日本において、体操関連の本の中では早
く洋装化していますが、実際の子どもたちはまだ和
服でした。中国よりもずっと遅かったです。それも
びっくりしたことですが、中国の場合は早めに学生
服も洋服のようなものを着るようになったことがわ
かりました。
